
SDGs手帳は、SDGsが掲げる17の目標や169のターゲットなど、
いつでもパッと手にとってSDGsのアレコレを調べることができ
るハンディブックとなっています。
知ってる人もそうでない人も、すべての人の手のひらにSDGsを。 
2030年には、この手帳が必要なくなっている世界を願って。
企画・発行 : asobot.inc　1,500円（税抜）/冊（2019年 1月1日発行）
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SDGs が生まれた背景や地球の危機的状況をインフォグラフィックスを用いた分かりやすいストーリーで紹介します。

SDGs 17の目標に加えて、169のターゲットを全
て網羅。関連するデータも図解化して掲載してい
ます。

SDGs17の各目標の関係性を構造的に理解するた
めのモデルを分かりやすく解説しています。

SDGsに至るまでの歴史的な経緯と、達成期限で
ある2030年までのカレンダーを掲載しています。

企業の方がSDGsを経営に取り入れるためのヒン
トや、映画や動画、書籍、ゲームなどを通じてよ
り SDGsを学んでいくためのコンテンツを紹介。

SDGsストーリー1

17 の目標と169のターゲット2 年表とカレンダー4 Let’s SDGs5SDGsの構造モデル3

極度の貧困率は対1990年比で3分の1に低下しましたが、世界には極度の
貧困がなかなか減らない場所がいくつかあります。1日1ドル90セント未満
で暮らす人々は、依然として7億8300万人おり、その半数がサハラ以南アフ
リカ、およそ3分の1が南アジアで暮らしています。

※本データを含め、各ゴールの説明箇所に挿入されているデータは、すべて
「The Sustainable Development Goals Report 2018」を参照しています

何らかの社会保障給付の対象者は世界人口の45%にすぎず、40億人が依
然として保護を受けられない状態にあります。（2016年推計）

2030年までに、現在1日1.25ドル未満で生活する人々と定
義されている極度の貧困をあらゆる場所で終わらせる。
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2030年までに、各国定義によるあらゆる次元の貧困状態にあ
る、すべての年齢の人の割合を半減させる。

各国において最低限の基準を含む適切な社会保護制度およ
び対策を実施し、2030年までに貧困層および脆弱層に対し
十分な保護を達成する。
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2030年までに、絶対的貧困、相対的貧困にかかわらず、世界中のあらゆ
る形態の極度の貧困を終わらせることを目標に掲げています。地球上に
存在するすべての人が、人間らしく生きる権利と、十分な暮らしを手に入
れることができるよう、社会制度やサービスを整えます。また、現状脆弱
な立場にある人々が、気候変動などの災害や、経済、社会、環境的打撃に
耐えうるよう、先進国が対策を講じることも記載されています。

End poverty in all its forms everywhere

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

つまり、私たちの暮らしは 

あらゆる意味で限界値を超えているのです。

世界が地球の資源を使い切る日を表した指標を「アース・オーバーシュート・デー」と言います。「地

球一つ」分を使うのであれば「12月31日」が期限であるべきところ、現在は「8月1日」時点でその

分を使い果たしているとされています。「地球2.9個」分を使っている日本の場合は、「5月10日」

の時点ですでにその時期を迎え、そこから先は未来に対して借金経営を続けている状態です。

*出典：overshootday.org Earth Overshoot Day 2018、Country Overshoot Days 2018  
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（ OECD環境アウトルック2050）

（ネイチャー誌）

出典：Newsweek日本版「特集：2055年危機 100億人の世界」（2018年7月10日号）
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エネルギー使用量

世界のゴミの増加量

（ 国連環境計画 国連資源パネル）

水の需要に対して供給が
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わずか１５０年ほど前には

１０億人にも達していなかった世界の人口が、

２０世紀に入ると、急速に増え続けてきました。

このままの傾向が続くと、

２０５５年の時点には１００億人を超えて、

さらに増加していくと予測されています。
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キャパシティ・ビルディング（能力構築）と国家計画のためのODA総額は、
2016年には204億ドルに達し、セクター別に配分可能な総援助の18％を占
め、2010年以降安定しています。一方、2017年の実質ODAは総額1466億ド
ルで、実質的に前年から0.6％減少しました。 ドナー国民総所得（GNI）の割合
であるODAは、依然として0.31％と低い水準にとどまっています。

国際支援などを通じて、開発途上国の課税および徴税能力の
向上させるため、それらの国の資源の動員強化を図る。
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先進国は、開発途上国に対する ODA を GNI* 比 0.7%に、
後発開発途上国に対しては GNI 比 0.15～ 0.20%にするとい
う目標を達成するため、多くの国による ODAへのコミットメン
トを完全に実施する。ODA 供与国が、少なくとも GN I 比 
0. 20% を後発開発途上国に供与するという目標の設定を検
討することを奨励する。

必要に応じた負債による資金調達、債務救済や債務再編の促
進を目的とした協調的な政策により、開発途上国の長期的な
債務の持続可能性の実現を支援し、重債務貧困国（HIPC）の
対外債務への対応により、債務リスクを軽減する。

複数の財源から、開発途上国のための追加的資金源を動員
する。
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※GN I＝Gross National Incomeの 略。「国民総所得」のこと

世界中の国が2030年のSDGs達成へ向け、この開発目標を取り入れ、協
力し、実施することが掲げられています。特に、途上国をはじめとした脆
弱な人々に対し、資金面、技術面、キャパシティ・ビルディング、貿易面、
体制面において支援していくこと、一貫性のある政策やセクター・国を越
えたパートナーシップによって目標を達成していくことが明記されていま
す。また、持続可能な開発の進捗状況を測るGDP以外の指標の開発や
データモニタリングにも触れています。

Strengthen the means of implementation and revitalize 
the Global Partnership for Sustainable Development

 持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する 

資金

$20.4 billion
in 2016

3つの「層」で考えるSDGs

自然
資本

社会

経済

パートナーシップ

17の目標を「3つの層」に分類し、総合的に捉える「SDGsウェディングケーキモデ
ル」。ストックホルム・レジリエンス・センターのヨハン・ロックストローム氏らによっ
て提唱されたモデルで、私たちの世界はまず「環境」が土台にあって、その上に
「社会」や「経済」が成り立っていることを示しています。

illustrated by Johan Rockstorm and Pavan Sukhdev
出典：Stockholm Resilience Centre 

図解2

SDGsが誕生するまで年　表

SDGsは、突然この世界に誕生したわけではありません。また、それ自体が独立し
た存在でもありません。人間社会の理想とも言えるこの目標が生まれるまでには、
50年にもおよぶ長い年月と、幾多もの議論を重ねてようやく完成したのです。

ストックホルムで「国連人間環境会議」が開催され、環境問題について初の国
際的議論がはじまった。
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国連総会決議で採択された「国連ミレニアム宣言」と、これまでの国際開発目
標を統合し、1つの共通の枠組みとしてまとめらたものとして「MDGs（ミレニ
アム開発目標）」が策定。極度の貧困と飢餓の撲滅など、2015年までに達成
すべき8つの目標を掲げ一定の成果をあげた後、SDGsに継承された。

南アフリカのヨハネスブルクで開かれた環境サミット。世界各国が清浄な水・
衛生・エネルギー・食料安全保障に関するアクセスの改善などへの合意がな
された。1992年の地球サミット（リオデジャネイロ）から10年目に開催され
たことから「リオ＋10」とも呼ばれる。

地球サミットからの20年間を検証し、今後10年の経済、社会、環境のあり方
を話し合う会議として開催。約120カ国の首脳級が出席し、NGO、企業関係
者ら5万人が参加するなど、国連が過去に主催した中でも最大級となった本
会議において、MDGsの後継として「SDGs策定」が確認された。

150を超える加盟国首脳の参加のもと、その成果文書として「我々の世界を
変革する：持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採択。本アジェンダ
は、人間、地球および繁栄のための行動計画として、17の目標と169のター
ゲットからなる「SDGs（持続可能な開発目標）」が掲げられた。

国連持続可能な開発会議（リオ+20）

持続可能な開発サミット（SDGs） 

SDGs達成

1972 国連人間環境会議（ストックホルム会議） 

1977 

1978

国連砂漠化会議が開催され「砂漠化防止行動計画」の採択 
国際自然保護連合（IUCN）が植物のレッドデータブック発行

IUCNが、世界野生生物基金（WWF、現・世界自然保護基金）／国連環境計画
（UNEP）と共に発表。いかに自然資源の開発を行うかに関する戦略で、政府や
開発当事者などにも活用されることを目的とした。

1980 世界環境保全戦略（WCS）発表

1982  

1985

UNEP管理理事会特別会合（ナイロビ会議）の開催
FAO「熱帯林行動計画」を策定

2004

2007

1984年に国連に設置された「環境と開発に関する世界委員会（ブルントラ
ント委員会）」によってまとめられた報告書。「将来世代のニーズを損なう
ことなく現在の世代のニーズを満たすこと」という「持続可能な開発」の概
念が提唱された。

1987 「Our Common Future（我ら共有の未来）」発表

「環境と開発に関するリオ宣言」や「アジェンダ21」が採択されたほか、「気候
変動枠組条約」や「生物多様性条約」が署名されるなど、今日に至る地球環境
の保護や持続可能な開発の考え方に大きな影響を与えた。

1992 国連環境開発会議（地球サミット） 

1988 

1994

1995 

国連海洋法条約の発効
気候変動枠組条約締約国会議（COP）スタート

第3回気候変動枠組条約締約国会議（COP3）が京都で開催され、先進国にお
ける削減率を1990年を基準として各国別に定め、期間内に目標値を達成する
ことが定められた。

1997 京都議定書採択

持続可能な開発に関する世界首脳会議（ヨハネスブルク・サミット）

国連ミレニアム宣言（MDGs）

第10回地球温暖化防止会議がアルゼンチンのブエノス・アイレスで開催
ニューヨークの国連本部にて「気候変動に関するハイレベル会合」開催

2015 GPIF（年金積立金管理運用独立行政法人）によるPRI（国連責任投資原則）
署名
18年ぶりとなる気候変動に関する国際的枠組み「パリ協定」締結
内閣府SDGs推進本部設置
GPIFが「ESG投資」に1兆円規模の投入を決定
経団連がSDGs達成を柱に7年ぶりに「企業行動憲章」を改定
SDGs未来都市の選定(29自治体)

国連欧州経済委員会「ソフィア議定書」の締結

2016

2017

2018  

手帳の素材について 本手帳の用紙はFSC認証紙を使用し、インキも石油系溶剤を一切含まないなど、手帳自体も可能な限りSDGs的に制作しています。協力 : 株式会社大川印刷 お問い合わせ先：株式会社アソボット  mail ： info@asobot.co.jp


